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PRESS RELEASE 

 

JICA留学生、有田市で地域を元気にする早和果樹園の取組みから学ぶ 

～「みかん」で「みんな」と「みらい」をつなぐ～ 

 
独立行政法人国際協力機構関西センター（JICA関西）は、和歌山大学との連携覚書（2022年 3月締

結）に基づいた協力の一環として、12月 13日（土）、地域理解プログラム（※1）「和歌山のみかん産

業の発展と課題」を実施します。このプログラムでは、JICA留学生（※2）23名（アジア・アフリカ・

中南米など 21か国の出身者）と和歌山大学の学生が合同で株式会社早和果樹園を訪問し、和歌山県の

みかん産業の現状と少子高齢化や地域活性化など地域が抱える課題への取組みについて学びます。ま

た、「みかんと幸せ」について話し合うグループワークも実施し、みかんを通して地域の課題を解決す

るアイデアを共創するとともに、JICA留学生の自国の課題解決や発展のためのヒントを得ることを目

指しています。 

視察に先立ち、JICA留学生と和歌山大学の学生はオンラインで株式会社早和果樹園の秋竹新吾会長

から、「みかん農家の 1×2×3が世界に挑む～若者に魅力ある会社とは～」と題した講義を受けます。

生産から加工、販売まで一貫して行う 6次産業ビジネスモデルにより「みかん 1個の価値」を高める

取組み、ICT 農業の導入による見える化、安全で確実な食品管理を徹底する国際認証の取得、捨てな

い加工(みかんまるごと活用)、加工品の世界展開、さらに「地域の活性化」のための取組みなどにつ

いて理解を深めます。 

JICA留学生や和歌山大学の学生たちの学びやユニークな発想を肌で感じていただけますので、ぜひ

有田市での取材をご検討ください。取材申し込みは、下記問い合わせ先までご連絡をお願いします。 

 

（日時、場所、プログラム） 

●オンライン講義：2025年 12月 11日（木）10:50-12:20 ＊聴講のみ。 

「みかん農家の 1×2×3が世界に挑む～若者に魅力ある会社とは～」 

講師：株式会社早和果樹園 秋竹新吾会長 

●現地視察：2025年 12月 13日（土） 

  場所：株式会社早和果樹園 （和歌山県有田市宮原町新町 275-1） 

時間 場所 内容 

11:00-11:30 会議室 活動内容の説明 

12:30-14:30 本社、井ノ口工場、選果場、カフェ等 4カ所を 4グループにわかれて視察 

14:40-15:40 会議室 施設見学の振り返り、グループワーク 

15:40-16:40 会議室  各グループからの発表 

 

※1：JICA 留学生が日本の近代化の歴史や発展を深く知ることを目的としたプログラム。研究活動や日本での生

活、インターンシップ、帰国後母国の発展のための活動に活かすことが期待されます。 

※2：開発途上国の行政官、研究者、民間企業出身者など、JICA の人材育成プログラムで来日し、日本の大学院

（修士／博士課程）で学ぶ留学生。将来、国の発展を支えるリーダーとなり、日本と途上国をつなぐ架け橋

となることが期待されています。 

 【本件に関する問い合わせ先】 

JICA関西 開発大学院連携課 

TEL:078-261-0341 


